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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究で再構築した細胞（大腸菌）を用いて活性型リボザイムを選抜するシステムは，細胞内環境に最も
適した活性分子を選抜できる利点があり，新規高活性型リボザイム創出の一助になる。また本研究で作製・
評価した結合型マキシザイムは，挿入したアンチセンス配列が細胞内で目的の構造を維持するモジュレー
ターとしての働きにより特異性を保持する新規な RNA分子であり，細胞内高活性型リボザイム創出の一例
を示すことができた。また結合型マキシザイムは，ダイマー型に比べて，1分子であることやプロモーター
が 1つのため細胞内での発現量の調節が容易なことから，遺伝子治療などへの応用にも有利であると考えら
れる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
